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鹿児島県立加治木養護学校 

〒８９９－５２４１ 

鹿児島県姶良市加治木町木田１７８４番地 

ＴＥＬ  （０９９５）６３－５７２９ 

ＦＡＸ  （０９９５）６３－５４９８ 

 

 

「チーム力のすばらしさ」 

 
教頭 山口 敏親 

 本校中庭には,シンボルとも言える「コブシ」の木が空に向かってそびえ立っています。今から訪れ
る冬本番をじっと待っているかのようです。 
ところで先日，学習発表会が行われました。種目は「劇」「音楽詩」など学部ごと工夫された内容で

すばらしい発表でした。一人一人の児童生徒の良さを生かしたせりふや動き，視聴覚機器を駆使しての
演出など各先生方の熱意をひしひしと感じました。台本，小道具，音楽など分担しての準備，進行，舞
台，照明といった当日の運営，児童生徒と一体となっての演技など「チーム力のすばらしさ」を改めて
感じました。 
今後とも本校のチーム力を存分に発揮して，児童生徒一人一人それぞれの自立と社会参加に向けて教

育活動に邁進していきたいものです。 
 

 
「高等部修学旅行」      

高等部２年  徳 尭成 

 一日目は東京スカイツリー。その道中，両国国
技館を見ることができ，とても興奮しました。 
 二日目はディズニーランド。一番の思い出はリ
ニューアル後のジャングルクルーズに乗れたこと
です。時間がなくて行けなかった所もありました
が，充実した一日となりました。 
 最終日はバスからの車窓見学。国会議事堂など
を見ました。 
 今後は自分で行けるようになりたいです。 

「交流及び共同学習について」    

交流教育係 山下妙子 

 

 

 本校では今年度，地域の学校との交流として，
小学部が竜門小など４校と，中学部が加治木中と，
高等部が加治木高など２校との交流を，また，居
住地校交流として，児童生徒９名が交流を行いま
した。さらに，加治木の馬心会の御協力のもと，
中庭で地域ふれあい交流を行うことができまし
た。今後も交流学習を通して，地域や地域の学校
との相互理解を深めていきます。 

 

「学習発表会」       

高等部３年 佐々木 麻衣 

１０月２６日に「学習発表会」がありました。今年の高 
等部は，発表会前に修学旅行があり，帰ってきてからすぐ 
練習に入りました。しかし，みんな修学旅行の疲れが出て 
きて休んでしまい，本番までに十分に練習できない事もあ 
りました。それでも本番は，どれ 
も練習期間が短いとは感じさせな 
い発表ができていたし，他学部の 
発表も，いろんな工夫がされてい 
て，とても観ていて楽しい学習発 
表会でした。 

 
 
 
 
 

 
 

  

 

 

 



 

 

 

 

            
 

児童生徒作品展の日程案内 

 平成２６年度児童生徒作品展を下記の

日程で開催します。ぜひご覧ください。 

【鹿児島空港展】 

 平成２６年１２月２５日（木）午後～

平成２７年１月下旬 

【県民交流センター展】 

 平成２７年２月７日（土）～ 

平成２７年２月２６日（木）午前中 

 

 

 
 
第 61回鹿児島県美展ハートフルギャラリー 

○高等部２年 山下 優樹 〈奨励賞〉「水泳のマーク」 

○高等部２年 佐々木麻衣 〈入選〉 「study」 

○高等部２年 徳  尭成 〈入選〉 「地下エスカレーター」 

第 33回肢体不自由児・者の美術展 

○高等部２年 徳  尭成 （部門：絵画） 

NTTデータ ジェトロニクス国際賞「ななつ星 in九州」 

平成 26年度 肢体不自由児・者のデジタル写真展 

○中学部３年 出水 美保 〈銅賞〉「さわやかな 朝のひととき」 

○小学部６年 児童    〈銅賞〉「秋のはじまり」 

2014年度 第１回実用英語技能検定 

○高等部２年 徳  尭成 〈準２級〉 

「地域支援の取組から」 

                                                              地域支援専任 假屋﨑 陽子 

 今年度，姶良市地域自立支援協議会の専門部会として，子ども部会が設置されました。特別支援教育にかか

わる課題を出し合いながら，ネットワークを活用した支援体制や支援内容の在り方など検討しています。「セ

ンター的役割」を担う本校では，巡回相談や夏季研修会で，地域の先生方等との実践交流や研修を深めている

ところです。支援を要する子どもたちが，地域のなかで，心地良く暮らしていける環境作りを前進させたいと

考えます。 

                          

 

 
進路指導部 大重 博美 

 

 平成 24年 3月本校を卒業された徳森孝弘さん（20歳）の活躍を紹介 

します。現在徳森さんは，南九州病院に入院中ですが，高等部在籍中か 

ら憧れていた電動車椅子サッカーチーム「ナンチェスターユナイテッド 

鹿児島」に所属し，毎週日曜日に鹿児島市のハートピアで練習を重ねて 

います。チームには，総勢 10名の選手が所属し，県外の様々な大会に 

も出場し，特に，横浜市で開催された全国大会では準優勝するなど，好 

成績を収めています。  

現在，全国制覇と自分のレベルアップを目指して練習に励んでいます。 

ぜひ，徳森さんと電動車椅子サッカーチームの更なる活躍に期待し，声 

援を送って欲しいと思います。よろしくお願いいたします。       

 

【特別支援教育夏季研修会の様子】                         

講演「ライフステージに応じた発達障害の理解   

と支援の在り方」鹿大教育学部：片岡美華准教授 
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「安全や授業につながる職員研修」 

校内研究・研修係 一ノ宮 雄二 

児童生徒の健康や安全に関わる緊急時の訓練，人権同和教育など各係を中 

心に年間２６の項目で職員研修を実施しました。また，夏期休業中には授業 

に直結する理論や知識を高める職員相互研修を行ったり，「学校主題研究」 

では小中高等部の縦割りグループで授業改善の研究を深めたりしました。 

 

 

 

卒業後の生活 

児童生徒の活動実績 


